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　11月 11日～ 13日と神奈川県湘南学園中学校３
年生の生徒１８５名が、体験型修学旅行で周防大島
を訪れ、民泊体験をしました。
　各受入民家ではさつま芋を掘ったり（写真上）、船
で魚を釣ったりと工夫をこらしたさまざまな家業体
験を行い、帰る時には涙ながらにお別れをしました。
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「大島に来て本当によかったと思う。」

今
年
は
２
泊
３
日
の
民
泊
で
す
。

　

今
年
も
湘
南
学
園
中
学
校
３
年
生
の
生
徒
１
８
５
名
が
、
民

泊
に
よ
る
体
験
型
修
学
旅
行
で
周
防
大
島
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

11
月
11
日
の
初
日
の
午
前
中
に
は
カ
ヌ
ー
、
石
風
呂
、
か
き

打
ち
、
地
引
網
、
か
い
も
ち
づ
く
り
、
武
者
絵
染
色
、
茶
粥
づ

く
り
、
ぽ
ん
ぷ
ら
飯
づ
く
り
、
座
禅
・
法
話
と
９
種
類
の
各
種

体
験
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
、
東
和
総
合
セ
ン
タ
ー
と
浮
島
で
生
徒
と
民
泊
先

の
方
々
と
の
入
村
式
（
対
面
式
）
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
61

軒
の
民
家
の
参
加
で
、
入
村
式
の
後
、
各
民
泊
先
に
分
か
れ
て

家
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

12
日
は
一
日
中
、
各
民
家
で
家
業
体
験
を
行
い
、
み
か
ん
の

収
獲
作
業
、
船
で
沖
に
出
て
の
魚
釣
り
、
野
菜
収
獲
体
験
な
ど
、

各
家
庭
で
工
夫
を
こ
ら
し
た
家
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

「
ま
だ
帰
り
た
く
な
い
。」

　

13
日
の
最
終
日
は
入
村
式
と
同
じ
会
場
で
離
村
式
（
お
別
れ

式
）
を
行
い
ま
し
た
。
式
で
は
「
最
初
は
す
ご
い
田
舎
で
び
っ

く
り
し
た
け
ど
、
本
当
に
い
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。」「
ま
わ
り
の

人
が
み
ん
な
温
か
く
、
孫
の
よ
う
に
親
切
に
接
し
て
く
れ
た
。」

「
日
頃
で
き
な
い
よ
う
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
あ
り
が

た
か
っ
た
。」
と
涙
な
が
ら
に
感
謝
の
言
葉
を
民
泊
先
に
伝
え

ま
し
た
。

　

民
泊
先
の
方
も
、「
今
回
初
め
て
民
泊
受
入
れ
に
参
加
し
、

ど
ん
な
生
徒
が
来
る
の
か
心
配
だ
っ
た
が
、
み
ん
な
い
い
子
達

ば
か
り
だ
っ
た
。」「
妻
を
亡
く
し
て
か
ら
、
寂
し
い
時
も
あ
る

が
、
２
日
間
生
徒
か
ら
た
く
さ
ん
の
元
気
を
い
た
だ
い
た
。」

と
お
礼
の
言
葉
を
生
徒
に
返
し
ま
し
た
。

　

生
徒
は
バ
ス
の
出
発
の
時
間
が
過
ぎ
て
も
な
か
な
か
帰
ろ
う

と
せ
ず
、「
遠
い
け
ど
、
ま
た
必
ず
遊
び
に
来
ま
す
。」
と
約
束

し
な
が
ら
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。

湘南学園中学校（神奈川県藤沢市）体験型民泊修学旅行
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堀田実希さん

魚がさばけるようになって
うれしいです。
大島に住みたくなりました。

魚なんかさばいたことはなかったけ
ど、大島に来て何匹かさばくうちに
コツがつかめてきました。帰ったら
家でも挑戦します。
大島で出会った人々がとてもやさし
く、大島に住みたくなりました。

山中大輝くん

畑で作業することが無いので
いも掘りは大変でした。
また必ず遊びに来ます。

さつま芋掘りは鍬がいもにささって
折れたりして、難しかったです。こ
んなに採れるんですね。
大島はすごく景色がすてきです。み
かんもおいしかったです。必ずまた
遊びに来ます。

大島でいろいろ体験してみてどうだった？ 生徒さんにインタビュー

民泊先：広津隆久さん
　　　　　　加代子さん（日前）

民泊先：西本栄男さん
　　　　　　キヨ子さん（家房）

お 知 ら せ

来
年
は

中
高
17
校
約
３
２
０
０
人
が

体
験
型
修
学
旅
行
で

周
防
大
島
町
を
訪
れ
ま
す
。

民泊受入れ家庭を募集します

周防大島町体験交流型観光推進協
議会では、民泊受入れを行ってく
れる方を引き続き募集します。子
ども達を泊めて子ども達と交流し
たい、してみたいという皆さん、
是非ご協力をお願いします。

◆問い合わせ　商工観光課
☎０８２０（７９）１００３

遠くは青森県から・・
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星野哲郎さん逝去
周防大島町名誉町民

　

昭
和
63
年
６
月
16
日
に
名
誉
町
民
に

選
ば
れ
た
作
詞
家　

星
野
哲
郎
（
本
名

有
近
哲
郎
・
享
年
85
）
さ
ん
が
11
月
15

日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

星
野
さ
ん
は
、大
正
14
年
（
１
９
２
５

年
）
９
月
30
日
、
山
口
県
大
島
郡
森
野

村
和
佐
に
生
ま
れ
、
開
導
小
学
校
、
安

下
庄
中
学
校
を
経
て
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
憧
れ
た
高
級
船
員
を
目
指
し
て
、
清

水
高
等
商
船
学
校
（
現 

東
京
海
洋
大
学
）

へ
進
み
昭
和
21
年
卒
業
後
、
同
年 

日
魯

漁
業
（
現 

ニ
チ
ロ
）
の
ト
ロ
ー
ル
船
「
第

６
あ
け
ぼ
の
丸
」
の
船
員
と
な
り
ま
し

た
。
２
年
後
腎
臓
結
核
を
発
病
し
、
摘

出
手
術
。
以
後
４
年
間
闘
病
生
活
に
入

り
、
雑
誌
の
投
稿
で
、
募
集
歌
に
入
選

し
、
作
詞
家
へ
の
道
を
開
き
ま
し
た
。

　

創
作
し
た
作
品
は
、
４
０
０
０
曲
を

超
え
、
数
々
の
ヒ
ッ
ト
作
を
世
に
送
り

出
し
て
き
ま
し
た
。

　

代
表
作
に
は
、「
思
い
出
さ
ん
今
日

は
」（
島
倉
千
代
子
）、「
恋
は
神
代
の
昔

か
ら
」（
畠
山
み
ど
り
）、「
ア
ン
コ
椿
は

恋
の
花
」（
都
は
る
み
）、「
三
百
六
十
五

歩
の
マ
ー
チ
」（
水
前
寺
清
子
）、「
昔
の

名
前
で
出
て
い
ま
す
」（
小
林
旭
）、「
風

雪
な
が
れ
旅
」（
北
島
三
郎
）、「
兄
弟
船
」

（
鳥
羽
一
郎
）、「
女
の
港
」（
大
月
み
や

こ
）、「
雪
椿
」（
小
林
幸
子
）、「
み
だ
れ

髪
」（
美
空
ひ
ば
り
）
等
々
、
数
え
上
げ

ら
れ
な
い
ほ
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
が
あ
り
、

日
本
音
楽
著
作
権
協
会
会
長
、
日
本
作

詩
家
協
会
会
長
な
ど
を
歴
任
。
日
本
歌

謡
界
に
偉
大
な
る
軌
跡
を
残
し
、
日
本

の
心
を
謳
い
、
昭
和
を
彩
っ
た
演
歌
の

第
一
人
者
で
あ
り
、
日
本
を
代
表
す
る

作
詞
家
で
し
た
。
こ
の
功
績
が
称
え
ら

れ
、
昭
和
61
年
に
紫
綬
褒
章
、
同
63
年

に
紺
綬
褒
章
、
平
成
12
年
に
勲
三
等
瑞

宝
章
を
受
章
、
同
13
年
に
第
一
回 

山
口

県
文
化
特
別
功
労
賞
や
そ
の
他
に
も
レ

コ
ー
ド
大
賞
等
、
様
々
な
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
星
野
哲
郎
記
念
館
開
館
に
際

し
て
、
ふ
る
さ
と
周
防
大
島
に
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
、
独
自
の
奨
学
金
事
業

を
創
設
し
、
基
金
総
額
１
千
万
円
で
、

毎
年
百
万
円
を
10
年
間
、
島
の
子
ど
も

達
と
島
の
学
校
に
通
う
子
供
達
に
テ
ー

マ
を
決
め
て
作
文
を
募
集
し
、
５
名
の

受
賞
者
へ
返
還
義
務
な
し
の
学
資
資
金

と
し
て
、「
星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
」

と
称
し
、
周
防
大
島
町
の
未
来
を
担
う

子
ど
も
達
に
星
野
さ
ん
の
深
い
郷
土
愛

と
共
に
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

周
防
大
島
町
が
強
力
に
推
進
し
て
い

ま
す
、
観
光
交
流
人
口
百
万
人
を
目
標

と
し
た
「
賑
わ
い
の
創
出
」
に
寄
与
い

た
だ
き
、
ま
た
、
文
化
振
興
に
多
大
な

ご
尽
力
を
い
た
だ
く
な
ど
、
そ
の
影
響

や
恩
恵
は
、
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

海
を
愛
し
、
故
郷
で
あ
る
周
防
大
島

町
を
愛
し
、
周
防
大
島
町
の
人
全
て
を

愛
し
て
く
だ
さ
っ
た
星
野
哲
郎
さ
ん
の

ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

写真提供：荒牧万佐行さん

11月 14日　今年で３回目を迎える星野哲郎スカラシップ。
奨学金制度創設当時、星野哲郎さんは「病弱だった身体を癒
してくれたのも、作詞家としての感性を育ててくれたのも、
周防大島の海と人々でした。その、ふるさとへの感謝の気持
ちを、子ども達を通し表したいと思いました。」とスカラシッ
プに対する情熱を語ってくれました。

作詞家

追  悼
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星
野
は
仕
事
を
愛
し
た
男
で

し
た
。

　

星
野
は
仕
事
を
愛
す
る
人
々

に
、
愛
さ
れ
る
男
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
た
く
さ

ん
の
人
と
分
か
ち
合
え
た
こ
と

は
か
け
が
え
の
な
い
幸
せ
で
し

た
。

　

星
野
は
故
郷
と
の
絆
を
大
切

に
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

温
か
い
ご
支
援
を
お
寄
せ
く

だ
さ
っ
た
周
防
大
島
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

星
野
哲
郎
先
生
の
突
然
の
訃

報
に
接
し
、
心
よ
り
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
生
の
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い

は
ま
こ
と
に
強
く
、
多
大
な
ご

貢
献
を
い
た
だ
き
感
謝
に
た
え

ま
せ
ん
。

　

あ
の
優
し
い
笑
顔
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
思
う

と
寂
し
さ
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま

す
。

　

ふ
る
さ
と
大
島
で
長
年
に
わ

た
り
開
催
し
て
い
た
だ
い
た

「
え
ん
歌
蚤
の
市
」
や
、
大
島

の
海
で
波
と
戯
れ
る
先
生
の
優

し
い
ま
な
ざ
し
を
忘
れ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

町
民
を
代
表
し
心
よ
り
お
悔

み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
星
野
先
生
を
決
し

て
忘
れ
ま
せ
ん
。

2007年７月25日　星野哲郎記念館開館式典に集まった、
左から鳥羽一郎さん、都はるみさん、星野哲郎さん、水
前寺清子さん、北島三郎さん

星野哲郎さんが作詞した主な作品
年 曲名 歌手

昭和 28 チャイナの波止場 コロムビア・ローズ
若山彰

昭和 33 思い出さん今日は 島倉千代子

昭和 34 黄色いさくらんぼ スリー・キャッツ

昭和 37
なみだ船 北島三郎

恋は神代の昔から 畠山みどり

昭和 38 柔道一代 村田英雄

昭和 39
アンコ椿は恋の花 都はるみ

涙を抱いた渡り鳥 水前寺清子

昭和 40
兄弟仁義 北島三郎

函館の女 北島三郎

昭和 43 三百六十五歩のマーチ 水前寺清子

昭和 45 男はつらいよ 渥美清

昭和 50 昔の名前で出ています 小林旭

昭和 55 風雪ながれ旅 北島三郎

昭和 57 兄弟船 鳥羽一郎

昭和 58 女の港 大月みやこ

昭和 62
みだれ髪 美空ひばり

雪椿 小林幸子

平成２ 心 五木ひろし

平成３

北の大地 北島三郎

男惚れ 坂本冬美

愛染かつらをもう一度 島津亜矢

（有）紙の舟代表／長男
有近真澄さん

周防大島町長
椎木　巧

11月 16 日～ 30 日　町では星野哲郎
記念館玄関ロビーに記帳台を設置。星
野哲郎さんをしのび、２千人を越える
方々が記帳に訪れました。



6広報すおう大島 平成 22 年 ( 2010 年 )12 月号

平成 22年 12月１日付け、敬称略
任期：平成 25年 11月末

新しい周防大島町民生委員
児童委員さんが決まりました

◆久賀地区【住所（担当地区）】

＜民生委員・児童委員＞
岡﨑友子【白石（白石、大崎）】
浜野佳代子【山田下（山田上、山田中、山田下）】
濱中髙男【向町（向津原、向町）】
久保田勇治【八幡上（八幡下、八幡上、仲町）】
濵村幸一【洲崎（洲崎、港町、戎町）】
山田松幸【本町（上本町、本町、古町）】
岩崎逸朗【東天満町（東天満町、西天満町、東下津原）】
鶴田聰子【東中津原（東中津原、西中津原）】
西田　薫【久保河内上（久保河内下、久保河内上、　
　　　　　畑能庄）】
川田俊雄【新開西（新開東、新開西）】
武下髙明【中瀬田（上津原、中瀬田）】
伊原嘉一【丸山（丸山、流田、佐古）】
山村美代子【庄地（庄地、宗光東、宗光西）】
山中美代子【前島（前島）】
岡本靜江【久保田中郷（久保田中郷、花田道面、平
　　　　　原大畑）】
杣野裕信【山下浜東 1区（木屋原、大元、山下浜東
　　　　　１区）】
河村　勤【山下浜西２区（山下浜東２区、山下浜西
　　　　　1区、山下浜西２区、西ヶ原）】

＜主任児童委員＞
岡本清弘【宗光西（久賀地区全域）】
大洲昭子【東天満町（久賀地区全域）】

◆大島地区【住所（担当地区）】

＜民生委員・児童委員＞
足立孝志【東浜南（東浜北、東浜南、中塚）】
田村泰成【小山田北（前港、後港、小山田北、小山田南）】
平元榮治【小平（流東、流西、小平）】
岩本敏朗【寺家（寺家、東畑、西畑）】
戎谷和修【明神松東（蔵本、明神松東、明神松西）】
松村和敏【三蒲中村（西の郷、三蒲中村、新屋敷、西田）】
楠　歳幸【自光寺（棟畑、屋代中村、奥村、石原、樫原、
　　　　　自光寺）】
木元雅洋【原（神領、中、原、田中、銅）】

原田良子【吉兼（徳神、吉井、郷の坪、吉兼）】
桐元一成【東北迫（上北迫、下北迫、東北迫、上砂田、
　　　　　砂田、下砂田、川地、羽越）】
今西一實【中片山（上片山、中片山、下片山）】
岡原紀子【石小田（石小田、先小田）】
村田滿晴【和田（中小田、和田、屋代中田）】
畠中清紀【北一中（瀬戸、北一西、北一中、北一東）】
須賀洋次【北二東（北二西、北二中、北二東）】
田中悦子【南一（笠佐、南三、南二、南一）】
岡田　透【北石（宮の下、沖石、北石）】
中元次男【小松中田（小松中田、手崎）】
佐藤春夫【明新（明新、新開）】
池田　明【安迫（安迫、水車、砂堀、小方）】
福田弘之【五反田（松ヶ崎、金屋、唐樋、五反田）】
廣田惠子【浜東（郷串、浜西）】
中村節子【浜東（浜東、上湯所、下湯所）】
中司　剛【大東（大東、久保、家房原、割石）】
髙山健司【中開地（川窪、中開地、天神東、明神、追通）】
鎌田長明【皆地（立石、皆地）】
珠山知子【中浜（赤石、中浜、迎原、原定）】
久保哲夫【久保庄（久保庄、下庄、坂本、西浜）】
原田雅子【森添（森添、大歳、塩田）】
中谷嘉延【塩町（浜、塩町）】
大迫美夫【里（奥田中、木原、里）】

＜主任児童委員＞
庄田順子【新開（大島地区全域）】
柳澤裕実【小山田南（大島地区全域）】

◆東和地区【住所（担当地区）】

＜民生委員・児童委員＞
久保時子【情（情）】
岡本良夫【雨振（伊保田２区）】
明光通子【伊保田 5区（伊保田３区、４区、５区）】
岸田邦子【伊保田 9区（伊保田６区、７区、８区、　
　　　　　９区の一部）】
西山和代【伊保田 10区（伊保田９区の一部、１０区、
　　　　　１１区）】
西村滿三【小伊保田（小伊保田）】
石橋ヒロミ【油宇 18区（油宇１３区、１４区）】
福田公子【油宇 16区（油宇１５区、１６区、１７区）】
石﨑克彦【油宇 19区 , （油宇１８区、１９区）】
長尾玲子【馬ヶ原（馬ヶ原）】
村田一明【和田庄里（和田東泊、西泊、中泊）】
沖手昭夫【和田庄東（和田庄東、庄西、庄里）】
秋本　悟【内入東（内入全域）】
濵本　誠【小泊東中（小泊全域）】
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お
い
で
ま
せ
！

　
　

山
口
国
体

■
問
い
合
わ
せ

　

お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体　

　

周
防
大
島
町
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
５
０
５
３

平成 23年度
国体開催
シリーズ⑥

　

11
月
21
日
㈰
に
椋
野
漁
港
で
行
わ
れ
た
「
第
５
回

周
防
大
島
ま
る
か
じ
り
」
に
て
、
ち
ょ
る
る
も
参
加

し
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
実
演
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
ま
た

国
体
ブ
ー
ス
な
ど
で
国
体
の
こ
と
や
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

の
こ
と
な
ど
を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

▼
「
第
５
回　

周
防
大
島
ま
る
か
じ
り
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
し
ま
し
た
！

http://w
w
w
.suo-oshim

a-kokutai.net/

小方昭則【和佐東中浜（和佐磯、東浜、東中浜）】
松田正則【和佐大西（和佐西浜、大西、郷）】
尾﨑健治【神浦東（神浦全域）】
矢野　泉【森鹿老渡（森全域）】
杉山信正【平野祇園（平野後園、祇園、塩屋、内浜、
　　　　　鎌田）】
石﨑　稔【平野為栗（平野江口、為栗、本平野、防河内）】
金本幸雄【小積（小積）】
川岡善三【大積（大積）】
丸一治郎【長崎東（長崎全域、西方）】
濵福守眞【下田中（下田全域、白寿苑含む）】
井上正俊【船越西（船越全域）】
松江新一【外入下妙見（外入下妙見、上妙見、宮下）】
山西久雄【外入西三下（外入郷、西三下、東三下）】
柳原春美【外入東泊（外入西泊、東泊）】
桑原敏広【伊崎（伊崎）】
淺原　豊【地家室中（地家室全域）】
濵田眞一【佐連中（佐連全域）】
戎﨑幸夫【沖家室峠（沖家室南、中）】
北川公祥【沖家室峠（沖家室峠、刈山）】
古谷和伸【沖家室鼻（沖家室岡、鼻）】

＜主任児童委員＞
桑野ふじ枝【伊保田 5区（東和地区全域）】
米倉千惠子【船越西（東和地区全域）】

◆橘地区【住所（担当地区）】

＜民生委員・児童委員＞
東原正一【鹿家（鹿家）】
村川照敏【栄（栄）】
松野俊秀【安高（安高）】

浦上卓三【原（原）】
松岡一友【古城（古城）】
網本松恵【和戸（和戸）】
柳原惠子【和戸（和戸）】
木村伊津子【塩宇（塩宇）】
原田宮子【塩宇（塩宇）】
岡本進之【西浦（西浦）】
吉村光枝【真宮（真宮）】
木下力夫【正分（正分、おれんじヒルズ）】
西本輝美【長尾天満（長尾天満、安下）】
大野郁夫【川間（源明、川間、田中）】
大原智津子【三ツ松東（三ツ松東）】
西川則男【三ツ松中（三ツ松中）】
松岡彩子【三ツ松西（三ツ松西）】
長尾健彦【庄南（庄南、庄北）】
西本新治【大泊（大泊）】
福升裕子【吉浦（吉浦、江頭）】
神田正美【神田（下開地、西開地、神田）】
廣津加代子【貞広（貞広、大光寺）】
金﨑哲男【新屋下（新屋上、新屋下）】
中原　忍【浜西（長浜、浜西、浜西中）】
大田豊子【浜東（浜中、浜東、日良居団地）】
中村敏子【土居西上（土居西上、西下、西中）】
小村忠士【土居東上（土居東中、東上、東下）】
久保昭男【油良西中（油良西、西中）】
角井仁志【油良東中（油良東中、東、郷）】
川上ひろ子【江ノ浦東（江ノ浦西、江ノ浦東、楽ノ江）】
大下況子【樽見（樽見）】

＜主任児童委員＞
正木能婦子【真宮（橘地区全域）】
安本幸子【安下（橘地区全域）】
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スポーツ競技全国大会出場者激励費授与式
に出席された方々

　

今
年
度
の
国
保
会
計
予
算
は
、
基
金
取
り
崩
し
と
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
金
の
合

計
１
億
９
千
万
円
に
よ
っ
て
漸
く
予
算
を
編
成
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
半
年
分
の
医
療

費
の
推
移
を
み
ま
す
と
、
１
件
あ
た
り
の
入
院
の
医
療
費
が
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。
入
院

1
件
当
た
り
医
療
費
は
約
4
万
円
増
加
し
約
43
万
7
千
円
と
な
り
、
対
前
年
伸
び
率
は
、
入

院
外
３
・
３
％
に
対
し
10
・
２
％
の
大
幅
な
伸
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
医
療
費
の

動
向
に
よ
っ
て
は
来
年
度
以
降
の
国
保
税
の
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。　昨年度の周防大島町国保及び後期高齢者医療の健康診査の受診率は上記の

とおりとなり、いずれも県内市町の中では最低位の数値となっています。高
額な医療費を必要とする入院にならないよう、各種健診を受けるなどして早
期発見早期治療を心がけましょう。
◆問い合わせ　健康増進課　医療保険班　☎０８２０（７７）５５０２

国
保
会
計
が
ピ
ン
チ
に
な
っ
て
い
ま
す
③

国保特定健診　　受診率１３．３％　県内平均２０．８％
 後期医療健診　　受診率　７．２％　県内平均１５．６％

平成２１年度健診結果

　

　10月に各戸配布いたしました「カラ
シナ」へは、たくさんのご協力をいた
だきまして、誠にありがとうございま
す。
　すでに播種された方も多いことと思
いますが、家畜が多量に食べると悪影
響をおよぼすことがわかりましたので、
牧草地周辺には蒔かれないようよろし
くお願いします。
　なお、「カラシナ」は多年草ですので、
今後の管理につきましても、ご理解と
ご協力をお願いします。

◆問い合わせ
 　おいでませ！山口国体　
　周防大島町実行委員会事務局
　☎０８２０（７８）５０５３

国体推進室から
カラシナについてお願い

　

10
月
26
日
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
一
環
と
し

て
、
全
国
大
会
に
出
場
し
た
方
々
に
激
励
金

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

○
第
51
回
全
国
高
等
学
校
ヨ
ッ
ト
選
手
権

（
８
月
７
日
〜
10
日
・
沖
縄
県
）

　

大
島
商
船
高
専　

山
本
康
司
さ
ん
、
安
田

哲
士
さ
ん
、
山
口
大
輝
さ
ん
、
高
倉
幸
臣
さ

ん○
第
45
回
全
国
高
専
体
育
大
会

・
陸
上
競
技

（
8
月
11
日
〜
12
日
・
富
山
県
）

　

大
島
商
船
高
専　

古
賀
新
悟
さ
ん

・
剣
道
個
人

（
8
月
22
日
・
福
井
県
）

　

大
島
商
船
高
専　

西
田
翼
さ
ん
、
藤
井
憲

吾
さ
ん
、
諏
訪
あ
ず
さ
さ
ん

・
水
泳
競
技

（
８
月
22
日
・
静
岡
県
）

　

大
島
商
船
高
専　

橋
本
貴
大
さ
ん
、
永
田

直
士
さ
ん
、
岡
林
諒
さ
ん
、
永
田
啓
人
さ
ん
、

田
中
丈
二
さ
ん
、
平
岡
大
貴
さ
ん

○
第
23
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会

（
10
月
17
日
〜
18
日
・
富
山
県
）

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

　

中
村
次
男
さ
ん
（
小
松
）

全
国
大
会
出
場
者
へ

　
　
　
　
　
　

激
励
費
授
与
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◆
県
選
奨

　

平
井
昭
輝
さ
ん
（
西
安
下
庄
）

 　
（
元
県
柑
橘
同
志
会
会
長
）

◆
県
教
育
功
労
者
表
彰

　

藤
谷
和
彦
さ
ん
（
東
三
蒲
）　

　
（
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
）

◆
体
育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰

　

福
田
ト
ヨ
子
さ
ん
（
久
賀
）

◆
平
成
22
年
度
山
口
県
更
生
保
護

事
業
功
労
者
顕
彰
式

○
中
国
地
方
更
正
保
護
女
性
連
盟

会
長
表
彰

　

橋
本
浄
子
さ
ん
（
西
安
下
庄
）

○
山
口
保
護
観
察
所
長
感
謝
状

　

藤
本
ト
ミ
子
さ
ん
（
油
良
）

○
山
口
県
更
生
保
護
女
性
連
盟　

会
長
表
彰

　

山
村
敦
子
さ
ん
（
小
松
）

　

福
田
み
ち
ゑ
さ
ん
（
小
松
開
作
）

　

吉
村
光
枝
さ
ん
（
西
安
下
庄
）

◆
第
60
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

○
作
文
の
部

・
優
秀
（
山
口
保
護
観
察
所
長
賞
）

　

大
田
尚
奈
さ
ん

　
（
大
島
中
学
校
３
年
）

・
入
選
（
大
島
保
護
区
保
護
司
会

長
賞
）

　

中
谷
敦
子
さ
ん

　
（
安
下
庄
中
学
校
２
年
）

　

筒
井
聖
奈
さ
ん　

　
（
安
下
庄
中
学
校
２
年
）

　

浜
本
春
菜
さ
ん

　
（
安
下
庄
中
学
校
３
年
）

　

佃　

郁
弥
く
ん

　
（
情
島
中
学
校
３
年
）

○
標
語
の
部

・
優
秀
（
山
口
保
護
観
察
所
長
賞
）

　

中
村
麻
衣
さ
ん

　
（
大
島
中
学
校
３
年
）

・
入
選
（
大
島
保
護
区
保
護
司
会

長
賞
）

　

嶋　

光
貴
く
ん

　
（
東
和
中
学
校
１
年
）

　

三
牧　

愛
さ
ん

　
（
東
和
中
学
校
１
年
）

　

木
下
郁
弥
く
ん

　
（
東
和
中
学
校
３
年
）

受
章
・
表
彰

◆
瑞
宝
単
光
章

　

野
口
和
人
さ
ん
（
外
入
）

　
（
危
険
業
務
従
事
者
）

◆
瑞
宝
双
光
章

　

西
本
福
彦
さ
ん
（
西
安
下
庄
）

　
（
元
公
立
学
校
長
）

◆
瑞
宝
双
光
章

　

樫
山
菊
平
さ
ん
（
西
三
蒲
）

　
（
元
公
立
学
校
長
）

　

中
谷
敦
子
さ
ん

　
（
安
下
庄
中
学
校
２
年
）

　

○
主
張
発
表
の
部

・
最
優
秀

　

大
田
尚
奈
さ
ん

　
（
大
島
中
学
校
３
年
）

・
優
秀

　

泉　

達
郎
く
ん

　
（
東
和
中
学
校
３
年
）

　

齋
藤
穂
乃
香
さ
ん

　
（
久
賀
中
学
校
３
年
）

　

佐
々
木
恵
介
く
ん

　
（
東
和
中
学
校
３
年
）

　

中
谷
敦
子
さ
ん

　
（
安
下
庄
中
学
校
２
年
）

◆
星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
受
賞
者 

（
11
月
14
日
・
星
野
哲
郎
記
念
館
）

　

木
下
あ
す
か
さ
ん

　
（
周
防
大
島
高
校
２
年
）　

　

秋
田
衣
舞
嬉
さ
ん

　
（
華
陵
高
校
１
年
）　

　

滝
口
雄
太
さ
ん

　
（
大
島
商
船
高
専
専
攻
科
１
年
） 

　

吉
田
卓
洋
さ
ん

　
（
大
島
商
船
高
専
４
年
）

　

村
上
麻
衣
さ
ん　

　
（
大
島
商
船
高
専
４
年
）　

※
写
真
は
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載

◆
山
口
県
体
育
大
会
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
競
技
の
部　

優
勝

（
11
月
９
日
・
山
陽
小
野
田
市
）　

　

岡
村
博
臣
さ
ん
（
久
賀
）

◆
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

濵
口
和
順
さ
ん
（
小
泊
）

　
（
元
県
体
育
指
導
委
員
協
議
会
理
事
）

平
成
22
年
の
で
き
ご
と

（

広

報

紙

か

ら

）

○
３
月

・
19
日　

東
和
中
学
校
新
校
舎
竣
工
式

・
20
日　

屋
代
小
学
校
閉
校
式

・
25
日　

せ
と
丸
・
ひ
ら
い
丸
新
造
船

　

竣
工
式

○
４
月

・
１
日　

町
長
と
意
見
交
換
会
（
ワ
ン

　

テ
ー
マ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
開
始

・
22
日　

大
島
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
全
線

　

開
通

○
６
月

・
14
日
〜
24
日　

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド

　

カ
ッ
プ
日
本
代
表
に
横
見
出
身
の
岩

　

政
大
樹
選
手
が
選
出

・
19
日
〜
20
日　

第
35
回
中
国
高
等
学

　

校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会
（
国

　

体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
）
開
催

○
９
月

・
23
日　

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
起
工

　

式
○
10
月

・
１
日　

役
場
に
お
い
て
パ
ス
ポ
ー
ト

　

窓
口
開
設

・
28
日　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
起
工
式

○
11
月

・
１
日　

大
島
病
院
開
院

・
15
日　

周
防
大
島
町
名
誉
町
民　

星

　

野
哲
郎
さ
ん
逝
去

・
27
日　

ア
ジ
ア
競
技
大
会
女
子
マ
ラ

　

ソ
ン
に
小
松
開
作
出
身
の
嶋
原
清
子

　

選
手
が
出
場
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宮
本
常
一
さ
ん
が
撮
影
し
た
写
真
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、

宮
本
常
一
さ
ん
へ
の
理
解
を
深
め
、
周
防
大
島
町
の
歴
史
や
地

域
の
変
遷
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
た
め
に
、
町
内
の
小
中

学
生
を
対
象
に
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
第
５
回
目

と
な
る
今
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は 

77
点
（
１
２
０
人
）
の
応

募
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
で
最
高
の
参
加
者
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
宮
本
常
一
さ
ん
が
昭
和
30
年
代
に
撮
影
し
た
写

真
の
中
か
ら
、
周
防
大
島
の
く
ら
し
が
分
か
る
写
真
を
選
ん
で

コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
撮
影
さ
れ
た
場
所
や
使
わ
れ
て
い
る
道
具

に
つ
い
て
、
地
域
の
方
々
や
家
族
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ

た
り
、
同
じ
地
点
を
撮
影
し
て
そ
の
変
化
を
比
べ
た
り
す
る
な

ど
、
調
べ
方
を
工
夫
し
作
品
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

教
育
長
賞
に
輝
い
た
の
は
、
油
田
小
学
校
３
・
４
年
生
に
よ

る
「
昭
和
30
年
代
の
周
防
大
島
の
く
ら
し
〜
井
戸
か
ら
み
え
る

油
田
地
区
の
く
ら
し
〜
」
で
す
。
特
選
に
選
ば
れ
た
の
は
、
森

野
小
学
校
５
年
藤
本
結
羽
さ
ん
「
昭
和
30
年
代
の
周
防
大
島
の

な
り
わ
い
」、
安
下
庄
中
学
校
２
年
松
村
元
雅
く
ん
「
小
松
校

の
歴
史
」、
同
中
谷
敦
子
さ
ん
「
宮
本
常
一
」
の
３
点
で
、
入

選
10
点
、
学
校
賞
の
安
下
庄
小
、
森
野
小
、
大
島
中
の
３
校
と

と
も
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
通

し
て
、
宮
本
常
一
さ
ん
が

実
践
し
た
「
あ
る
く　

み

る　

き
く
」
の
精
神
を
子

ど
も
た
ち
が
受
け
継
ぎ
、

ふ
る
さ
と
の
よ
さ
に
つ
い

て
考
え
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度　

宮
本
常
一
さ
ん
が
撮
影
し
た
写
真
を
調
べ
る
コ
ン
ク
ー
ル▲教育長賞

油田小学校 3・4年生

　

高
血
圧
予
防
の
食
事
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
血
圧
を
高
め
る
原
因
は
、
塩
分
の
と
り
す

ぎ
や
過
食
、
肥
満
、
運
動
不
足
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
塩
分
を
控
え
る
工
夫
は
、
①
め
ん
類
の
汁

は
残
し
た
り
、
汁
物
は
具
た
く
さ
ん
に
す
る
。
②
料
理
に
調
味
料
を
か
け
る
と
き
は
、
か
け
る

前
に
味
を
み
た
り
、
小
皿
に
調
味
料
を
入
れ
て
つ
け
て
い
た
だ
く
。
③
酢
、
レ
モ
ン
な
ど
で
酸

味
を
き
か
せ
た
り
、
香
辛
料
や
香
味
野
菜
で
味
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
て
う
す
味
に
す
る
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
う
す
味
で
お
い
し
い
具
た
く
さ
ん
の
春
巻
き
の
献
立
を
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
作
っ
て
、
醤
油
や
ソ
ー
ス
な
ど
を
か
け
ず
に
い
た
だ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
防
大
島
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
東
和
支
部　

竹
中　

悦
子

１人分の熱量
エネルギー 　112kcal
たんぱく質 5.4g
脂質 5.2g
カルシウム 12mg
鉄分 0.4mg
ビタミンＡ 111 ㎍
ビタミンＢ１ 0.21mg
ビタミンＢ２ 0.10mg
ビタミンＣ 8mg
食物繊維 1.8g
塩分 0.9g

春巻き

材料（４人分） 作り方
豚薄切り肉　　　８０ｇ
干しいたけ　　　　１枚
ピーマン　　　　４０ｇ
にんじん　　　　３０ｇ
ゆでたけのこ　　５０ｇ
はるさめ　　　　２０ｇ
生姜　　　　　　　８ｇ
鶏ｶﾞﾗｽｰﾌﾟの素　小さじ１
しいたけ戻し汁   ３０cc
　　醤油　　　大さじ１
　　酒　　　　大さじ１
　　みりん　　大さじ１
塩　　　　　　　　少々
こしょう　　　　　少々
春巻きの皮　　　　４枚
サラダ油　　　　　適宜
レタス　　　　　３０ｇ

１．生姜はみじん切りにする。
２．豚薄切り肉はせん切りにする。
３．干しいたけは水に戻しせん切り、ピーマン、にん
　　じん、ゆでたけのこはせん切りにする。
４．はるさめは５センチの長さに切り、熱湯につけて
　　おく。
５．フライパンにサラダ油を少々しき、①の生姜を炒
　　め、②の豚肉・③の野菜を炒める。
６．鶏ｶﾞﾗｽｰﾌﾟの素、干しいたけの戻し汁、調味料Ａ
　　を煮立たせて ､④のはるさめを加えて水気がなく
　　炒め、最後に塩・こしょうで味をととのえる。
７．春巻きの皮の手前に⑥の具をのせて包み、巻き終
　　わりに水をつける。
８．１６０～１７０度の揚げ油でこんがり揚げる。
９．⑧を斜め半分に切り、器に盛り、レタスを付け合
　　せる。

Ａ
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農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
有
権
者
（
農
業
経

営
者
等
）
か
ら
の
申
請
に
基
づ
い
て
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
よ
り
、
そ
の
選
挙
資

格
を
調
査
し
、
調
製
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
毎
年
一
定
時
期
を
基
準
と
し
て
選
挙
権
を
有
す
る
者
を
登
録
し
、

名
簿
確
定
後
は
一
定
期
間
据
え
置
い
て
、
そ
の
期
間
に
行
わ
れ
る
農
業
委
員
会
の

委
員
に
関
す
る
す
べ
て
の
選
挙
に
用
い
ら
れ
る
選
挙
人
名
簿
の
こ
と
を
「
定
時
調

製
名
簿
」
と
い
い
ま
す
。

　

今
回
作
ら
れ
る
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
、
今
後
１
年
間
は
農
業
委
員
会

の
委
員
に
関
す
る
選
挙
へ
の
投
票
や
リ
コ
ー
ル
の
請
求
も
で
き
な
い
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

来
年
（
平
成
23
年
）
は
、
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
次
の
「
申
請
が
必
要
な
方
」
に
該
当
さ
れ
る
農
業
従
事
者
の
方
は
、
こ
の

広
報
と
同
時
に
配
布
さ
れ
て
い
る
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
が
必
要
な
方　

①　

周
防
大
島
町
に
住
所
を
有
す
る
年
齢
満
20
歳
以
上
で
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地

を
耕
作
さ
れ
て
い
る
方

②　

①
の
同
居
の
親
族
又
は
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間
概
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事

す
る
年
齢
満
20
歳
以
上
の
方

◆
申
請
書
の
提
出
先　

周
防
大
島
町
農
業
委
員
会
（
久
賀
庁
舎
内
）

お
近
く
の
総
合
支
所
・
出
張
所
又
は
行
政
連
絡
員
さ
ん
を
通
じ
て
提
出
さ
れ
て
も

け
っ
こ
う
で
す
。

◆
申
請
書
の
提
出
期
限　

　

提
出
期
限
は
毎
年
１
月
10
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、当
日
が
祝
日
（
成
人
の
日
）

に
当
た
る
た
め
出
来
る
限
り
１
月
７
日
㈮
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会　
　
　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

　
　
　
　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
０

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請
に
つ
い
て

○
中
高
一
貫
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　　

９
月
29
日
㈬
か
ら
10
月
１
日
㈮
に
か
け
て
、
連

携
中
学
校
出
身
の
高
校
一
年
次
生
を
対
象
に
、
第

二
回
目
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
出
身
中

学
校
の
養
護
教
諭

が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
行
い
、
一
年

間
の
折
り
返
し
の

こ
の
時
期
に
あ
た

り
、
悩
み
や
不
安

を
解
消
す
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

中    

高   

一    

貫    

教    

育    

だ    

よ    

り    

④

▲カウンセリングの様子

○
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

11
月
17
日
㈬
に
東
和
中
学
校
、
安
下
庄
中
学
校
、

周
防
大
島
高
校
安
下
庄
校
舎
の
生
徒
が
参
加
し
て

ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、安
下
庄
中
の
岡
崎
校
長
か
ら
「
走

り
き
っ
た
時
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
生
懸
命
に
走
る
生
徒
の
姿
に
は
、
地
域
の

方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
最
後
ま
で
力
を
振
り
絞
っ
て
走
っ
た
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
表
情
に
は
、
充
実
感
と
達
成
感
が
見

て
と
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
東
和
中
の
平
野
校
長

か
ら
「
順
位
で
は
な
く
、
自
分
が
目
標

に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
努
力
し
た
か
、

そ
れ
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
の
講

評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

生
徒
の
頑
張
り
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域

の
方
々
の
御
協

力
に
よ
り
、
素

晴
ら
し
い
大
会

と
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

■問い合わせ　事務局
　周防大島高等学校　☎０８２０（７７）１０４８

カウンセリング後の生徒の感想
・部活のこと、勉強のことでいろ
いろとアドバイスしてくださり、
とてもやる気が出ました。このよ
うな中高一貫制度はとても良いと
思いました。　　　　　　　　　
・悩みがありましたが、話ができ
て楽になりました。とても有意義
な時間でした。
・また話す機会があったら話した
いです。

▲ふれあいマラソン大会
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た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た

第
５
回
周
防
大
島
ま
る
か
じ
り
開
催

　

11
月
27
日
、
ア
ジ
ア
競
技
大
会
女
子
マ
ラ
ソ
ン
日
本

代
表
の
嶋
原
清
子
さ
ん
を
応
援
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
健
究
会
主
催
に
よ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
（
大
型
の
映
像
装
置
を
利
用
し
て
観
戦

を
行
う
イ
ベ
ン
ト
）
が
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

嶋
原
さ
ん
は
一
時
、
７
位
ま
で
順
位
を
落
と
し
ま
し

た
が
、
一
定
の
ペ
ー
ス
を
保
ち
、
粘
り
強
さ
を
発
揮
し

５
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

ま
た
嶋
原
さ
ん
は
11
月
29
日
に
は
役
場
を
訪
問
し
、

レ
ー
ス
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
健
究

会
の
小
川
会
長
さ
ん
か
ら
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
寄
せ
書

き
を
手
渡
す
と
、
嶋
原
さ
ん
は
「
た
く
さ
ん
の
方
に
応

援
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。」
と
感
謝
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

アジア競技大会女子マラソン
嶋原清子さんを応援

▲今回初めて開催した軽トラマーケットの様子

訪
問
の
様
子　

写
真
左
か
ら
椎

木
町
長
、
嶋
原
さ
ん
、
荒
川
議

長
、
小
川
会
長
さ
ん
、
平
田
教

育
長

餅
ま
き
で
は
、
た
く
さ
ん
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

11
月
21
日
、
周
防
大
島
ま
る
か
じ
り
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る

第
５
回
周
防
大
島
ま
る
か
じ
り
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
会
場
を
椋
野
漁
港
に
変
更
し
、
新
た
に
農
産
物
や
衣
料

品
、
雑
貨
品
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
で
販
売
す
る
、『
瀬
戸
内

軽
ト
ラ
マ
ー
ケ
ッ
ト
』
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
小
春

日
和
の
も
と
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
恒
例
と
な
っ
て
い
る
、
み
か
ん
鍋
の
振
舞
い
も
行
わ
れ
、

集
ま
っ
た
人
々
は
あ
つ
あ
つ
の
鍋
を
ほ
お
張
り
、
心
も
体
も
温
ま

り
ま
し
た
。

▲

▲

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
で
は

約
70
人
が
応
援
し
ま
し
た
。

▲
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周
防
大
島
町
な
が
う
ら
ス
ポ
ー
ツ
滞
在

型
施
設
等
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
（
河

村
誠
治
委
員
長
・
山
口
大
学
経
済
学
部
教

授
）
は
10
月
27
日
、
周
防
大
島
町
な
が
う

ら
ス
ポ
ー
ツ
滞
在
型
施
設
等
（
周
防
大
島

町
長
浦
ス
ポ
ー
ツ
海
浜
ス
ク
エ
ア
・
周
防

大
島
町
グ
リ
ー
ン
ス
テ
イ
な
が
う
ら
）
の

指
定
管
理
者
の
選
定
に
係
る
報
告
書
を
椎

木
町
長
に
提
出
し
ま

し
た
。

　

町
で
は
12
月
議
会

で
、
優
先
交
渉
権
者

の
指
定
の
議
決
を
受

け
、
施
設
の
指
定
管

理
者
に
指
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　　指定管理者選定委員会
　　町長へ報告書を提出

　

11
月
11
日
、
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
内
に

お
け
る
海
域
公
園
地
区
指
定
へ
向
け
て
、

椎
木
町
長
が
環
境
省
へ
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
世
界
最
大
規
模
と
も
言
わ
れ

て
い
る
、
町
南
東
沖
の
ニ
ホ
ン
ア
ワ
サ
ン

ゴ
の
群
生
地
を
守
る
た
め
に
要
望
し
た
も

の
で
、
指
定
さ
れ
れ
ば
瀬
戸
内
海
で
は
初

め
て
と
な
り
、
地
区
内
の
指
定
動
植
物
の

捕
獲
を
禁
止
す
る
な
ど
規
制
を
設
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

国
立
公
園
の
海
域
指
定
は
今
年
４
月
よ

り
始
ま
っ
た
制
度
で
、
町
で
は
２
０
１
２

年
度
の
指
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　海域公園地区指定へ向けて
　要望書を提出み

ん
な
で
歌
っ
て
踊
り
ま
し
た

　

11
月
14
日
、
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
町
の
子
育
て
支
援
事
業

の
一
環
と
し
て
ケ
ロ
ポ
ン
ズ
Ｈ
ａ
ｐ

ｐ
ｙ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

ケ
ロ
ポ
ン
ズ
は
幼
児
向
け
の
テ
レ

ビ
番
組
等
で
活
躍
す
る
ケ
ロ
こ
と
増

田
裕
子
さ
ん
、
ポ
ン
こ
と
平
田
明
子

さ
ん
の
デ
ュ
オ
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

当
日
は
、
歌
や
踊
り
を
披
露
し
て

く
れ
て
、
会
場
に
集
ま
っ
た
、
子
ど

も
達
は
大
き
な
声
で
い
っ
し
ょ
に
歌

う
な
ど
大
い
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し

み
ま
し
た
。

▲ケロポンズ：右側がケロこと増田裕子さん、
左側がポンこと平田明子さん

▲中国四国地方環境事務所広島事務所　藤岡
所長（左側）へ要望書を提出しました。

古
典
芸
能
を
体
感
し
ま
し
た

　

11
月
25
日
、
文
化
庁
に
よ
る
「
子

ど
も
の
た
め
の
優
れ
た
舞
台
芸
術
体

験
」
の
一
環
と
し
て
、
東
和
中
学
校

に
お
い
て
生
徒
が
本
格
的
な
能
楽
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、狂
言
の「
盆
山
」と「
附
子
」

の
２
演
目
が
披
露
さ
れ
、
ま
た
生
徒

を
代
表
し
て
３
年
生
の
嶋
津
雅
俊
く

ん
と
１
年
生
の
中
尾
匠
く
ん
が
小
舞

「
兎
」
を
舞
う
な
ど
、
生
徒
は
古
典
芸

能
の
す
ば
ら
し
さ
を
体
感
し
ま
し
た
。

▲小舞「兎」を披露した、写真左から中尾くん、
嶋津くん

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　

11
月
25
日
、
長
浦
ス
ポ
ー
ツ
海
浜
ス
ク
エ
ア

に
お
い
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
、
７
回
目
を
迎
え
る
大
会
は
県
内

東
部
か
ら
23
団
体
、
約
３
０
０
名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
は
来
年
の
山
口

国
体
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
（
東

部
開
催
・
岩
国
市
美

和
町
）
と
し
て
開
催

が
決
定
し
て
お
り
、

周
防
大
島
町
か
ら
も

参
加
す
る
予
定
で
す
。
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緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
伴
う

事
務
員
を
募
集

■
募
集
人
数
・
勤
務
内
容
等

・
事
務
職
員　

１
名

・
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
デ
ー

タ
入
力
お
よ
び
付
随
す
る
作
業

■
応
募
資
格

・
周
防
大
島
町
に
住
所
を
有
す
る

方
で
、
雇
用
止
め
や
離
職
な
ど
に

よ
り
失
業
状
態
に
あ
る
方
（
未
成

年
の
場
合
は
保
護
者
の
同
意
が
必

要
で
す
）

・
エ
ク
セ
ル
等
の
表
計
算
ソ
フ
ト

の
入
力
・
確
認
作
業
が
出
来
る
方

■
勤
務
期
間
お
よ
び
勤
務
時
間

　

２
月
１
日
㈫
〜
３
月
31
日
㈭
の

う
ち
週
３
日
ま
た
は
週
４
日
（
月

13
日
程
度
の
出
勤
）

・
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
（
昼
休
憩
１
時
間
）

■
賃
金

　

時
給
７
０
０
円

　
（
通
勤
手
当
な
し
）

■
勤
務
場
所

　

周
防
大
島
町
役
場
大
島
庁
舎
２

階　

契
約
監
理
課

■
採
用
者
の
決
定
方
法

　

平
成
23
年
１
月
に
面
接
を
行

い
、
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

（
詳
細
は
申
込
さ
れ
た
方
に
連
絡

し
ま
す
。）

■
申
し
込
み
方
法

　

12
月
28
日
㈫
正
午
ま
で
に
、
履

歴
書
を
郵
送
若
し
く
は
持
参
の
上

お
申
込
く
だ
さ
い
。（
郵
送
で
応
募

さ
れ
る
場
合
も
、
締
切
日
の
正
午

ま
で
に
届
く
こ
と
。）

募
集

　

な
お
、
失
業
中
の
方
で
、
解
雇

通
知
書
、
雇
用
保
険
受
給
者
資
格

証
、
廃
業
届
け
な
ど
が
あ
る
場
合

に
は
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
お
持
ち
で
無
い
場
合
は
、
履
歴
書

の
み
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

契
約
監
理
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
９

周
防
大
島
町
公
営
企
業
局
職

員
を
募
集

■
職
種　

看
護
補
助
者

■
勤
務
先　

周
防
大
島
町
立
東
和

病
院
・
周
防
大
島
町
立
大
島
病
院

■
採
用
予
定
人
員　
　

若
干
名

■
採
用
予
定
年
月
日

　

平
成
23
年
２
月
１
日
㈫

■
受
付
期
限　
　

　

12
月
28
日
㈫
ま
で

（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
）

■
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
可
）

■
試
験
方
法　

　

面
接
試
験
・
身
体
検
査

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
大
島
郡
周
防
大
島
町
大

字
小
松
１
３
８
８
番
地
６

　

周
防
大
島
町
公
営
企
業
局　

総

務
部
総
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
２
３
３
２

自
衛
官
の
募
集
案
内

〇
自
衛
隊
貸
費
学
生
（
技
術
）

■
受
験
資
格

　

大
学
理
学
部
・
工
学
部
の
３
・
４

年
次
ま
た
は
大
学
院
（
専
門
職
大
学

院
を
除
く
）
修
士
課
程
で
理
学
・
工

学
を
専
攻
し
て
い
る
者
（
平
成
23
年

４
月
１
日
現
在
）

■
受
付
期
限

　

平
成
23
年
1
月
14
日
㈮
ま
で

■
試
験
日　

　

平
成
23
年
１
月
29
日
㈯

■
問
い
合
わ
せ

　

柳
井
市
南
町
3
丁
目
8
番
4
号　

　

荒
田
ビ
ル
2
階

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

　

柳
井
地
域
事
務
所

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
８
１
９
９

め
ざ
せ
！

お
腹
す
っ
き
り
ボ
デ
ィ

〜
肥
満
予
防
教
室
〜

 　

昨
年
好
評
だ
っ
た
「
お
腹
ス
ッ

キ
リ
教
室
」
を
今
年
は
東
和
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
予
防
す
る
コ
ツ
を
楽
し
く
学
ん

で
ス
ッ
キ
リ
お
腹
を
目
指
し
ま
せ

ん
か
。

■
対
象
者

　

体
重
や
お
腹
ま
わ
り
が
気
に
な

る
方
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

お
知
ら
せ

　
　周防大島町三蒲出身でイタリアを中心に活躍
するソプラノ歌手　田村彰子さんが、本格的な
歌曲から親しみやすい歌まで、ビオラやマリン
バの友情出演とともに楽しく聞かせます。心温
まる午後のひとときを一緒に過ごしませんか。
◆日　時　　平成 23年１月 23日㈰　
　　　　　　午後１時 30分～３時
◆場　所　　大島文化センター　ホール
◆入場料　　大人　　　１０００円　
　　　　　　高校生以下　５００円
◆主　催　　町文化振興会

◆問い合わせ
町文化振興会事務局

☎０８２０（７８）２２０５

ソプラノ歌手
田村彰子ふるさとコンサート
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ロ
ー
ム
の
予
防
に
関
心
の
あ
る
74

歳
以
下
の
方
。（
グ
ル
ー
プ
で
の
参

加
大
歓
迎
）

■
実
施
期
間

　

平
成
23
年
1
月
12
日
㈬
〜
3
月

９
日
㈬
ま
で
（
全
5
回
）

■
実
施
時
間

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
ま
で

■
実
施
場
所

　

東
和
総
合
セ
ン
タ
ー

■
内
容 

・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
話

・
メ
タ
ボ
予
防
の
食
生
活
改
善
ポ
イ

　

ン
ト
〜
管
理
栄
養
士
と
一
緒
に　

　

あ
な
た
に
あ
っ
た
改
善
方
法
を
〜

・
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
調
理
実　

　

習
・
試
食

・
メ
タ
ボ
予
防
簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　
（
運
動
実
技
）

■
費
用　

　

無
料

■
申
込
締
切
日　

　

12
月
24
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
４

固
定
資
産
税

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
、
農
業
・

漁
業
、
会
社
や
個
人
で
工
場
・
商

店
な
ど
を
経
営
さ
れ
る
方
で
、
そ

の
事
業
に
用
い
る
機
械
・
器
具
・

備
品
等
の
償
却
資
産
を
お
持
ち
の

方
は
、毎
年
１
月
３
１
日
（
土
・
日
、

祝
日
の
場
合
は
翌
開
庁
日
）
ま
で

に
市
町
村
長
に
申
告
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
地
方

税
法
３
８
３
条
）

※
事
業
を
廃
止
・
休
業
さ
れ
た
場

合
も
申
告
は
必
要
で
す
。

■
提
出
の
期
限

 　

平
成
23
年
１
月
31
日
㈪

■
提
出
先

 　

税
務
課
課
税
第
２
班

 　

各
総
合
支
所
・
出
張
所

 　

郵
送
さ
れ
る
場
合
で
、
受
付
印

を
押
し
て
あ
る
償
却
資
産
申
告
書

（
申
告
控
）
の
返
送
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
返
信
用
切
手
を
貼
付
し

た
封
筒
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
前
年
度
以
前
か
ら
申
告

し
て
い
る
方
に
は
、
昨
年
申
告
し

た
償
却
資
産
が
印
刷
さ
れ
て
い
る

償
却
資
産
一
覧
表
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
今
回
が
初
め
て
と
な
る
方

は
申
告
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
不
明
な
点
、
詳
し
い
内

容
は
、
税
務
課
課
税
第
２
班
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
注
意
点

※
固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
は
確

定
申
告
の
減
価
償
却
と
は
別
の
申

告
と
な
り
ま
す
。

※
申
告
書
受
付
後
、
国
税
申
告
書

（
確
定
申
告
）
等
の
調
査
に
よ
り

修
正
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

 　

な
お
、
申
告
書
の
発
送
は
、
12

月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

 　

税
務
課　

課
税
第
２
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

　県内すべてのハローワークにおいて、仕事をお探
しの方への職業相談から住居・生活支援まで、幅
広く相談をお受けしております。
　なお、ハローワークで取り扱うサービス以外（住
宅手当、総合支援融資貸付等）については、ハロー
ワーク柳井が窓口となり関係機関へご案内します。
　年末年始を迎える前に、お早めにご相談くださ
い。

◆問い合わせ　
ハローワーク柳井　

　☎０８２０（２２）２６６１

―　ハローワークからのお知らせ　―

住居・生活費でお困りの方へ

　

　
　今年は全国的に、夏の猛暑の影響により山での
どんぐりなどが不作でクマやイノシシが山より里
に出てきていると言われております。本町でもそ
の影響と個体数の増加が原因かと思われますが、
本年度は特にイノシシの被害や苦情が多数寄せら
れています。
　元来イノシシは臆病な動物ですが、もし遭遇し
た場合、威嚇したり追い払おうとせず静かにその
場を離れるなどして下さい。
　また山で作業したりする場合、ラジオやスズな
どで音を発すると遭遇することを避けられると思
います。
　農作物で被害を受ける場合は、ひもを張ったり
空き缶で音を鳴らす等の対策を講じましょう。
　捕獲については猟友会の協力を得て、前年より
も多くの捕獲実績を上げておりますが防御の面で
もそれぞれの農家で対策を講じ、里から山に追い
込みましょう。

◆問い合わせ　
農林課　

☎０８２０（７９）１００２

ー　イノシシ対策のおねがい　ー
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Ｂ
＆
Ｇ
体
験
ク
ル
ー
ズ 

参
加
者
募
集　
　

　

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
「
体

験
ク
ル
ー
ズ
」
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。（
客
船
ふ
じ
丸
使

用
）

　

こ
の
体
験
航
海
は
、
子
ど
も
達

に
、
洋
上
や
小
笠
原
で
の
活
動
を

通
し
て
「
船
」、「
海
」、「
自
然
」

へ
の
理
解
・
興
味
を
深
め
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
船
内
で
の
共
同
生

活
に
よ
り
社
会
性
や
ル
ー
ル
、
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
実
施
期
間

　

平
成
23
年
3
月
26
日
㈯
〜
3
月

31
日
㈭　

5
泊
6
日

■
募
集
人
員

　

小
学
4
年
生
〜
中
学
3
年
生
の

男
女　

全
国
で
５
０
０
名

■
参
加
費

　

８
万
円
（
晴
海
ふ
頭
集
合
解
散

の
場
合
）

■
寄
港
地　

　

東
京
都
小
笠
原
村
（
父
島
）　

■
使
用
客
船

　

ふ
じ
丸
（
２
３
０
０
０
ト
ン
）

■
申
込
期
限

　

平
成
23
年
１
月
28
日
㈮

※
た
だ
し
、
定
員
に
達
し
た
場
合

は
申
し
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
５
３
０
０

特
定
不
妊
治
療
費
を
助
成
し

ま
す

　

町
で
は
、
山
口
県
の
制
度
に
上

乗
せ
し
て
独
自
の
特
定
不
妊
治
療

費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
対
象
者　

　

山
口
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
の
承
認
決
定
を
受
け
た
方

■
助
成
額　

　

治
療
1
回
に
つ
き
７
万
５
千
円
、

1
年
度
あ
た
り
2
回
ま
で

■
助
成
期
間

　

通
算
５
年

※
詳
し
く
は
健
康
増
進
課
健
康
づ

く
り
班
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
４

農
地
の
賃
借
料
情
報
を
提
供

し
ま
す

　

農
地
法
第
52
条
に
基
づ
く
賃
借

料
情
報
の
提
供
を
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

に
締
結
（
公
告
）
さ
れ
た
賃
貸
借

（
91
筆
）
に
お
け
る
賃
借
料
水
準

（
10
ａ
当
た
り
）
は
、
表
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

農
業
委
員
会
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

●周防大島町賃借料情報

農地の区分 平均額 最高額 最低額

田（水稲）の部
基盤整備地域 ８, １００円 １４, ９００円 ３, ３００円

未整備地域 ７, ５００円 １１, ３００円 ２, ４００円

　 畑（普通畑）の部 ２, ５００円 ３, ９００円 ２, ０００円

　 畑（樹園地）の部 ７, ７００円 １７, １００円 ３, ５００円

※農地の貸借の方法は、上記のほか、借賃の発生しない『使用貸借』
　（Ｈ２１年実績２３５筆）があります。

や な い 警

察

署

だ

よ

り

犯罪のない明るい年末年始を！

年末年始は、事件・事故の多発が予想されることから警察では今年も「年末年始特別警戒」
を実施します。明るい新年を迎えるため、次のことに気を付けましょう。

◆問い合わせ
　周防大島幹部交番　☎０８２０（７２）０１１０
　柳井警察署　　　　☎０８２０（２３）０１１０

〇侵入盗被害の防止
　県内では、侵入盗被害の約半数が無締り
の玄関や窓から侵入されています。外出や
就寝の際は、必ず鍵を掛けましょう。

〇振り込め詐欺被害の防止
　現金を要求する不審な電話、メール等が
届いた時は、次の点に注意しましょう。
・すぐに振り込まない。
・警察や家族に相談する。
・身に覚えのない要求は無視する。

〇ひったくり被害の防止
　女性や高齢者は狙われやすい傾向にあり
ます。人通りの少ない道や暗い道は歩かな
い、複数で歩く、後方を警戒するなど、外
出時は十分注意しましょう。

客
船
ふ
じ
丸

▲
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お知らせ 12 月

○潮風呂保養館
☎０８２０（７９）００２１
・休館日　12月 28日㈫、1月４日㈫
・マイクロバスの運休
　12月 28日㈫～ 1月４日㈫
○竜崎温泉潮風の湯
☎０８２０（７７）１２３４
・休館日　12月 27日㈪、1月４日㈫
・マイクロバスの運休
　12月 31日㈮～ 1月４日㈫
※プール施設は、12 月 27 日㈪～ 1
月 4日㈫までの間、休館します。
※温泉施設は、12 月 31 日㈮は、午
後５時までの営業です。
○片添ケ浜温泉遊湯ランド
☎０８２０（７８）２２２６
・休館日　12月 29日㈬～ 31日㈮、
　　　　　1月 2日㈰
・マイクロバスの運休
　12月 30日㈭、1月４日㈫
※元旦は初湯につかり、初日の出を眺
めていただくため、午前７時から午
後２時まで営業します。また、先着
順にぜんざいを無料サービスします。
○星野哲郎記念館
☎０８２０（７８）０３６５
・休館日　12月 29日㈬、1月５日㈬

年末年始
休業・営業のご案内

  星野哲郎追悼特別企画
  「海には広い心があって、昨日の僕が小さく見える」　
 ～ 星野哲郎スカラシップの３年間の活動と
　　　　  作家自身の過去の受賞を振り返る企画展開催～

　12月 16 日㈭～平成 23年３月８日㈫の約３か月間、星野哲郎スカラ
シップの３年間の活動と作家自身の過去の受賞を振り返る企画展示展を
開催します。
　『愛されていることを忘れずにいてください』・・・「星野哲郎スカラシッ
プ」創設の際に星野さんが島の子ども達に贈った言葉です。ご承知のと
おり、星野哲郎記念館開設に際し島への恩返しとして、平成 20年に始
まった活動は、本年 11月に早くも３回目の受賞者を発表する運びとな
りました。この間、実に多くの方々の御協賛を承り、幸いなことにたく
さんの島の子ども達と島の学校に通う子ども達の夢と希望に触れる機会
を得ることができました。この折に、過去の受賞者の方々の「夢」とそ
の後の「夢の続き」を確かめる企画展示展です。
　また、今回の展示展は、星野哲郎さんの過去に受賞した主な作品を振
り返る企画展との併催になります。
　故郷に愛され、愛していることを胸に、「遠い日の夢の続き」歩み続
けた作家の道程を併せて振り返る展示展となっています。
　星野さんの郷土愛で島に関わる周防大島の未来を担う子ども達を愛
し、始まった「星野哲郎スカラシップ」の意味を知る事ができ、また、
過去の受賞作品を振り返る事で、昭和の歌謡史の先駆者である事を改め
て知り、偉大さを目の当たりに出来る企画展示展となっております。
年末年始は、帰省されたご家族の方々とご一緒に星野哲郎記念館へお越
しください。
◆問い合わせ　　星野哲郎記念館　☎０８２０（７８）０３６５
　　　　　　　　商工観光課　　　☎０８２０（７９）１００３

平成 23年成人式
　
　◆日時・場所
　　平成 23年１月４日㈫
　・式典　
　　午前 11時～
　　　　　東和総合センター

平成 23年消防出初式
　◆日時・場所
　　平成 23年１月５日㈬
　・観閲行進　
　　午前９時 30分～
　・式典　
　　午前 10時～
　　　　　橘総合センター

　竜崎温泉温水プール指導日（12月 21 日～１月 20 日）
実施日

12 月 　21日㈫、22日㈬

１月 　12日㈬、13日㈭、14日㈮、18日㈫、19日㈬

※指導時間は午前 10時～午後３時 30分です。
　事情により変更することがあります。
◆問い合わせ　介護保険課　介護予防班　☎ 0820（77）5530

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

が
送
付
さ
れ
ま
す

　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
な
ど
の「
老

齢
年
金
」
は
、
所
得
税
法
上
の
雑
所

得
と
し
て
課
税
の
対
象
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
老
齢
年
金
を
受
け

て
い
る
方
に
は
、
１
年
間
の
年
金
の

支
払
総
額
な
ど
を
記
載
し
た
「
源
泉

徴
収
票
」
が
平
成
23
年
１
月
下
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
及

び
住
民
税
の
申
告
の
際
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
再
発
行

で
き
ま
す
の
で
年
金
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
障
害
年
金
」
や
「
遺
族

年
金
」
に
つ
い
て
は
課
税
の
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
源
泉
徴

収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

岩
国
年
金
事
務
所

☎
０
８
２
７
（
２
４
）
２
２
２
２
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お知らせ 12 月

催
し

も
う
す
ぐ
お
正
月

し
め
縄
作
り
体
験
学
習
参
加

者
を
募
集

親
子
で
の
参
加
、
大
歓
迎
！

■
講
師　

渥
美
秀
春
さ
ん

■
日
時　

　

12
月
23
日
㈭

　

午
後
2
時
〜
4
時

　

※
午
後
1
時
30
分
よ
り
受
付

■
募
集
定
員　

　

１
０
０
名
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

２
０
０
円

　
（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

■
場
所

　

東
和
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
平
野
）

■
対
象

　

町
内
外
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

12
月
22
日
㈬

■
主
催　

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
、
か
が
や
き
塾

■
後
援　

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

社
会
教
育
課

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
２
０
５

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
分
け

〜
冬
コ
ー
ス
〜

〇
豆
腐
と
お
か
ら
料
理
づ
く
り

・
内
容　

豆
腐
づ
く
り
・
お
か
ら

　

を
使
っ
た
料
理
づ
く
り

・
日
時　

　

平
成
23
年
１
月
16
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

・
場
所　

工
房
ふ
き
の
と
う　

　
（
志
佐
）

・
体
験
料　

１
５
０
０
円

・
受
入
人
数　

６
人

・
募
集
締
め
切
り　

１
月
６
日
㈭

※
昼
食
あ
り
。

○
紫
芋
餅
・
よ
も
ぎ
餅
と
茶
が
ゆ

づ
く
り 

・
内
容　

紫
芋
餅
・
よ
も
ぎ
餅
づ

く
り
・
茶
が
ゆ
づ
く
り

・
日
時　

　

平
成
23
年
1
月
22
日
㈯

　

午
後
１
時
〜
４
時

・
場
所　

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
久
賀
）

・
体
験
料　

１
２
０
０
円

・
受
入
人
数　

７
人

・
募
集
締
め
切
り　

1
月
12
日
㈬

○
郷
土
料
理
づ
く
り 

・
内
容　

旬
の
野
菜
や
魚
な
ど
を

使
っ
た
郷
土
料
理
づ
く
り

・
日
時　

　

平
成
23
年
1
月
23
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

・
場
所　

油
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
（
伊
保
田
）

・
体
験
料　

２
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

10
人

・
募
集
締
め
切
り　

1
月
13
日
㈭

※
昼
食
あ
り
。

○
田
舎
料
理
づ
く
り 

・
内
容　

季
節
の
野
菜
な
ど
を
使
っ

た
田
舎
の
料
理
づ
く
り

・
日
時　

　

平
成
23
年
1
月
24
日
㈪

　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

・
場
所　

久
楽
会
館

　
（
久
賀
）

・
体
験
料　

１
５
０
０
円

・
受
入
人
数　

10
人

・
募
集
締
め
切
り　

1
月
14
日
㈮

※
昼
食
あ
り

○
サ
ザ
エ
飯
づ
く
り

・
内
容　

サ
ザ
エ
を
殻
か
ら
取
り

出
し
、
サ
ザ
エ
ご
飯
を
炊
く

・
日
時　

　

平
成
23
年
1
月
29
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

・
場
所　

実
施
者
宅
（
西
安
下
庄
）

・
体
験
料　

２
５
０
０
円

・
受
入
人
数　

６
人

・
募
集
締
め
切
り　

1
月
19
日
㈬

※
昼
食
あ
り

○
味
噌
づ
く
り

・
内
容　

味
噌
づ
く
り
の
最
終
工

特　設　人　権　相　談　所
◆日　　時　平成23年1月 17日㈪　午前９時 30分～正午
◆場　　所　大島庁舎
◆相談内容　法律、人権、土地、家屋、金銭貸借、離婚など
　　　　　　あらゆる生活上の心配事

◆相 談 員 　 人権擁護委員
◆問い合わせ　福祉課　

　　☎０８２０（７７）５５０５

　町役場（政策企画課、各総合支所・出張所）において平

成 23年１月 24日㈪まで購入できます。

　　◆サイズ　縦 14×横８センチメートル
　　◆販売価格　５００円（税込み）
　　◆問い合わせ　政策企画課
　　　　　　　　　☎０８２０（７４）１００７

程
の
み
、
味
噌
汁
の
試
食

・
日
時　

　

平
成
23
年
1
月
29
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

・
場
所　

油
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

　

タ
ー
（
伊
保
田
）

・
体
験
料　

１
２
０
０
円

・
受
入
人
数　

10
人

・
募
集
締
め
切
り　

1
月
19
日
㈬

※
出
来
上
が
っ
た
味
噌
１
㎏
を
お

持
ち
帰
り
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

▲昨年のサザエ飯づくりの様子

平成 23年版山口県民手帳販売中
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周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　

中
本　

奈
美

　
　
　
（
健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班
）

お知らせ 12月

たこあげは電線のない場所で！

　中国電力からのお知らせです。
　タコは，近くに電線のない広い場所であげ
ましょう。電線にかかったタコを竿や棒で取
るのは危険です。
　もし，タコが電線にかかったら，自分たち
で取らないで，中国電力までお知らせくださ
い。
　電線には絶対に触らないでください。

◆問い合わせ
　中国電力株式会社　柳井営業所
　フリーダイヤル
　０１２０（６１６）３１７

ココリンピック２０１１
ココカラ杯　周防大島卓球大会

◆日時　平成 23年１月 16日㈰
　　　　午前８時 45分～開会式
◆場所　周防大島町Ｂ＆Ｇ体育館
◆申し込み
　平成 23年１月７日㈮までに参加希望チームは大島郡卓球
協会事務局（☎０９０‐８２４７‐７９４４）までお申し込
みください。
◆主催　ＮＰＯ法人ココロとカラダ健究会
◆後援　周防大島町教育委員会
（この事業は町の子育て支援イベント開催業務の委託を受け
て実施するものです。）
※イベントのボランティアスタッフを募集しています。
◆問い合わせ　ココロとカラダ健究会
　☎０８０（１９１９）１８５７

〜
保
健
師
活
動
の
原
点
〜

　

保
健
師
の
仕
事
を
始
め
て
６
年
目
と
な
り
ま

し
た
。
現
在
は
健
康
増
進
課
健
康
づ
く
り
班
で

主
に
が
ん
検
診
と
精
神
保
健
を
担
当
し
て
い
ま

す
。

　
「
話
を
聞
い
て
も
ら
っ
て
、
気
持
ち
が
す
っ

と
し
ま
し
た
。」
そ
う
言
っ
て
笑
顔
が
見
ら
れ

た
時
、私
た
ち
は
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

保
健
師
の
仕
事
は
、
各
種
健
診
や
健
康
に
関
す

る
教
室
等
様
々
あ
り
ま
す
が
、
保
健
師
活
動
の

原
点
は
地
域
へ
出
か
け
て
行
き
、
住
民
の
皆
様

の
声
を
聴
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
お
電
話
で
相
談
を
お
受
け
す
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
相
談
者
の
方
と
直
接
お
会

い
す
る
機
会
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
実
際

に
、
皆
様
の
生
活
の
場
に
私
た
ち
保
健
師
が
お

伺
い
し
、
健
康
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
の
声
を

お
聴
き
す
る
こ
と
で
、
健
康
問
題
が
ど
こ
に
潜

ん
で
い
る
の
か
が
見
え
て
き
ま
す
。
生
活
の
場

で
、
み
て
・
き
い
て
・
感
じ
た
こ
と
を
も
と
に
、

相
談
者
や
ご
家
族
の
方
と
一
緒
に
問
題
点
の
整

理
を
し
な
が
ら
、
今
後
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
例
え
ば
健
康
行
動
を
取
り

入
れ
た
生
活
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
い
た

り
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
機
関
や
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
家
庭
訪
問
等
の
個
別
の
関
わ
り
を

大
事
に
す
る
と
と
も
に
、
町
全
体
の
健
康
情
報

を
把
握
し
〝
こ
ん
な
こ
と
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
人
が
多
い
な
。〞〝
こ
の
疾
患
を
予
防
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
。〞
と
い
っ
た

周
防
大
島
町
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
健
康
課
題

を
捉
え
な
が
ら
、
次
は
こ
ん
な
事
業
を
取
り
入

れ
て
み
よ
う
！
と
施
策
に
反
映
し
て
い
く
役
割

も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

周
防
大
島
町
に
住
む
全
て
の
住
民
の
皆
様

が
、健
康
で
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
保
健
師
活
動
の
原
点
で
あ
る
、
地

域
へ
出
か
け
て
行
き
、
住
民
の
皆
様
の
声
を
お

聴
き
す
る
機
会
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
健
康
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
を
抱
え

て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ま
ず

は
一
度
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
４
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健康相談カレンダー

３歳児健康診査のお知らせ
◆日時　平成 23年 1月 21日㈮
　13：00～ 13：30（受付時間）
◆場所　たちばなケアプラザ
◆対象者　
・平成 19年５月 27日
　～平成 19年７月 21日生まれの幼児
・平成 23年 1月 21 日現在、３歳６か月～４歳　
未満で受診していない幼児
◆問い合わせ　健康増進課☎７７‐５５０４

１月の柳井健康福祉センター定例保健事業
相談内容 実施日 時間

骨髄バンク登録検査 12日㈬   9：00 ～ 10：00

Ｂ・C型肝炎抗体検査 12日㈬ 10：00～ 11：00

エイズ抗体検査 12日㈬ 14：00～ 16：00

心の健康相談 18日㈫ 13：00～ 14：00

思春期・ストレス相談 28日㈮ 10：00～ 15：00
※相談・検査は事前に電話予約が必要です。
◆問い合わせ　柳井健康福祉センター☎ 0820（22）3631

12 月

21 日㈫
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 東和庁舎〉 
育児相談〈10:00 ～ 11:30 久賀福祉センター集会室〉

22日㈬
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
1 歳 6か月児健康診査
〈13:00 ～ 13:30（受付）たちばなケアプラザ〉

23日㈭ 休日在宅当番医〈正木内科医院☎７７－００２１〉

24日㈮ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

25日㈯

26 日㈰ 休日在宅当番医〈野村医院☎７６－００１７〉

27日㈪ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

28日㈫ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 東和庁舎〉

29 日㈬ 休日在宅当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉

30日㈭ 休日在宅当番医〈おげんきクリニック☎７４－２４９０〉

31日㈮ 休日在宅当番医〈安本医院☎７３－０８２２〉

1月

1日㈯ 休日在宅当番医〈山中クリニック☎７２－０１５２〉

2日㈰ 休日在宅当番医〈川口医院☎７８－０３０６〉

3日㈪ 休日在宅当番医〈野村医院☎７６－００１７〉

4日㈫
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 東和庁舎〉

5日㈬
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
育児相談〈10:00 ～ 11:30 東和総合センター 2階和室〉

6日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 久賀庁舎〉

7日㈮
こころの健康相談〈久賀福祉センター【要予約】〉 
【申込先】健康増進課 健康づくり班 ☎ 77-5504 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

8日㈯

9日㈰ 休日在宅当番医〈おげんきクリニック☎７４－２４９０〉

10日㈪ 休日在宅当番医〈野村医院☎７６－００１７〉

11日㈫
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 東和庁舎〉

12 日㈬ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

13日㈭
健康相談〈10:00 ～ 11:30 久賀庁舎〉 
リトミック
〈10：00 ～ 11：30 しまとぴあスカイセンター〉

14日㈮
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈12:30 ～ 14：00 情島公民館〉 
育児相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉

15日㈯

16 日㈰ 休日在宅当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉

17日㈪
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
おはなし会〈10:00 ～ 11:30 橘総合センター〉

18日㈫
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 東和庁舎〉 
育児相談〈10:00 ～ 11:30 久賀福祉センター集会室〉

19日㈬ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

20日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 久賀庁舎〉
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周防大島町交通事故発生状況 
（平成 22 年 10 月末現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

５３ ０ ６８

前年比

－１ －２ －５

物損事故件数

２５１ 前年比 ＋４１

今月の納税

　国民健康保険税（普通徴収）
　　　　　　　　　第６期分
 　固定資産税　　　第３期分　 
　 納期限      　   12 月 27 日㈪

◆税務課
☎７４‐１００８

人の動き（12月１日現在）
人　口 １９, ６８５人（54人減）

男 ８, ８８３人

女 １０, ８０２人

世帯数 １０, ３３７戸（17戸減）

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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ア
ド
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

　
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
に
心
が
浮
き
立
つ
季

節
で
す
。
こ
の
時
季
に
飾
ら
れ
る
ア
ド
ベ
ン

ト
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

ア
ド
ベ
ン
ト
は
「
待
臨
節
」「
降
臨
節
」

と
訳
さ
れ
ク
リ
ス
マ
ス
に
備
え
る
期
間
を
意

味
し
ま
す
。
こ
の
期
間
に
欧
米
の
家
庭
で
は

１
か
ら
24
ま
で
の
数
字
が
書
か
れ
た
窓
が
あ

る
ア
ド
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
を
飾
り
、
そ
の

窓
を
毎
日
１
つ
ず
つ
開
け
て
ク
リ
ス
マ
ス
ま

で
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
行
い
ま
す
。
子
ど

も
達
は
夜
寝
る
前
に
今
日
１
日
お
り
こ
う

だ
っ
た
こ
と
を
ほ
め
て
も
ら
い
窓
を
１
つ
開

け
、
た
く
さ
ん
お
り
こ
う
に
な
っ
て
サ
ン
タ

さ
ん
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
届
く
と
期
待
感
を

ふ
く
ら
ま
せ
ま
す
。

　

日
本
で
は
華
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら

れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
で
す
が
、
こ
う
し
て
ゆ
っ

く
り
待
ち
わ
び
る
ク
リ
ス
マ
ス
も
素
敵
で
す

ね
。

☎７７‐５５０５

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。


